
 

 

 

 

エコアクション 21 

環境経営レポート 
 

2022 年度版 

（運用期間：2022 年４月～2023 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（体育館鋼製床組スリーベース施工例） 

 

2023 年 5 月 9 日発行 

 

 株式会社三洋工業九州システム 

     
 

 



 

 

 

目 次 
 

 

 

1．組織の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

 

2．対象範囲（認証・登録の対象組織・活動）  ・・・・・・・・・・・1 

 

3．環境経営方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

 

4．環境経営目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

 

5．環境経営計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

 

6．環境経営計画に基づき実施した取組内容・・・・・・・・・・・・・6 

 

（１）エコアクション 21 の実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・6 

（２）202２年度に実施した環境への取組 ・・・・・・・・・・・・7 
 

7．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、 

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 ・・・・・・・・・8 

 

（１）環境経営目標の実績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

（２）環境経営計画の取組結果とその評価 ・・・・・・・・・・・・9 

（３）次年度の計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
 

8．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

 

9．代表者による全体の評価と見直し・指示・・・・・・・・・・・・15 



- 1 - 

 

１．組織の概要 
 

（１） 名称及び代表者名        

 株式会社 三洋工業九州システム     
  代表取締役社長 中島 信之     
   

（２） 所在地        

 本 店 〒812-0894  福岡県福岡市博多区諸岡 3 丁目 20 番 17 号 

 福岡営業所・長崎営業所・大分営業所・熊本営業所・宮崎営業所・ 

鹿児島営業所        
         

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先      

 責任者 管理課長  池永 和史     

 担当者 管理課長  池永 和史      

 TEL：092-501-3001  FAX：092-501-3037  

   Mail ：kaz-ikenaga@sanyo-industries.co.jp  
 

（４） 事業内容        

 スポーツ施設の鋼製床組、フローリング、長尺弾性シート材の施工・販売 
人工木デッキの施工・販売      

  

（５） 事業の規模等        

 設立年月日 昭和 57 年 10 月 2 日     

 資本金  3,000 万円      

 売上額  1,897 百万円 （2022 年度）   

区分 
本店・福岡

営業所 
宮崎営業所 長崎営業所 大分営業所 熊本営業所 鹿児島営業所 合計 

従業員数 1２名 2 名 3 名 2 名 2 名 2 名 2３名 

延床面積 634 ㎡ 63 ㎡ － － － － 697 ㎡ 

長崎・大分・熊本・鹿児島営業所は親会社（三洋工業(株)）の事務所内に同居し、親会社の EA21 認証・登録範囲に含まれている。 
       

（６） 事業年度  4 月～翌 3 月      

 

２．対象範囲（認証・登録の対象組織・活動） 
 

（1） 対象組織（事業所）   

株式会社 三洋工業九州システム  

本店・福岡営業所 〒812-0894 福岡市博多区諸岡 3 丁目 20 番 17 号 

宮 崎 営 業 所 〒880-0035 宮崎市下北方町常盤元 1050-7-202 

 

（２） 対象活動         

内装仕上工事業、大工工事業、建築用資材の販売  
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３．環境経営方針 

 
私たちは、経営理念である「快適空間の創造を通じて社会に貢献する」を使命

とし、地球環境の保全と持続可能な社会の実現に向け、以下の活動を行い、社員

全員で環境負荷・環境経営システムの継続的改善と環境保全に取り組んでまいり

ます。 

 

 

 

 
 

１． 環境経営システムを構築・維持・向上して次の事項について重点的に取り組

みます。 

    （１）電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減   

    （２）廃棄物排出量の削減   

    （３）水使用量の削減   

    （４）化学物質使用量の適正管理  

    （５）グリーン購入の推進  

    （６）環境配慮型製品の促進および販売  

  

２． 環境に影響を及ぼす可能性のある当社の活動、製品およびサービスに関係し

て当社に適用可能な法的要求事項および当社が合意するその他の要求事項を

遵守します。 

 

３． 環境意識の向上を図るため、社員への教育、啓発に努めます。  

  

４.  本環境経営方針は、社員に周知徹底し、環境への取組状況は毎年、環境経営レ

ポートに取りまとめ、公表していきます。 

 

 

2017 年 9 月 30 日(制定)  

2018 年 7 月  1 日(改定) 代表者変更 

株式会社三洋工業九州システム 

       中島 信之 

環境保全への行動方針 
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4． 環境経営目標 
 

・環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえて、2020 年度の単年度目標と、

2021 年度、2022 度までの中長期目標として、以下の 5 項 9 目標をサイト

区分（事務所、現場、全社）して策定しており、本年度は 2022 年度目標を適

用しました。 

・主要な環境負荷である二酸化炭素排出量、一般廃棄物排出量、水使用量、化学

物質使用量については、基準年（2019 年度実績値）を基準に、3％削減を目

指します。 

・事業活動で取り組む本業目標については、「環境に配慮した資機材調達・施工管

理」を掲げ、再生木サニーデッキの施工現場面積 4,525 ㎡(対基準年比 9％増

加)を目標に掲げ、全社をあげて取り組みました。 

 

環境経営目標 
サイト

区分 
単位 

基準年 単年度目標 中長期目標 

2019 年度

（2019.4～

2020.3） 

実績値 

2020 年度 

（2020.4～

2021.3） 

2021 年度 

（2021.4～

2022.3） 

2022 年度 

（2022.4～

2023.3) 

１ 

二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏-CO2 65,138 
64,486 

（△1％） 

63,835 

（△2％） 

63,183 

（△3％） 

 （1）電気使用量の削減 
本店 
福岡 
宮崎 

kWh 33,661 
33,324 

（△1％） 

32,987 

（△2％） 

32,651 

（△3％） 

 

（2）ガソリン使用量の削減 

本店 L 3,094 
3,063 

（△1％） 

3,032 

（△2％） 

3,000 

（△3％） 

 
全社 

(本店以外) 
L 17,949 

17,769 

（△1％） 

17,590 

（△2％） 

17,410 

（△3％） 

２ 

廃棄物排出量の削減   
    

 
（1）一般廃棄物排出量の削減  

   (その他可燃ごみ) 

本店 
福岡 
宮崎 

㎏ 1,315 
1,300 

（△1%） 

1,288 

（△2%） 

1,275 

（△3％） 

 （2）産業廃棄物排出量の削減 福岡 
％ 

（リサイクル率） 
98 90 以上 90 以上 90 以上 

３ 水使用量の削減 
本店 
福岡 
宮崎 

ｍ３ 170 
168 

（△1％） 

166 

（△2％） 

164 

（△3％） 

４ 化学物質使用量の削減 
全社 

(本店以外) 
㎏ 252 

249 

（△1％） 

246 

(△2％) 

244 

(△3％) 

5 
環境に配慮した資機材調達・ 

施工管理(再生木サニーデッキ) 

   (再生木サニーデッキ) 

全社 ㎡ 4,150 
4,275 

（＋3％） 

4,400 

（＋6％） 

4,525 

（＋9％） 

 
備考）・二酸化炭素排出量計算における購入電力の排出係数は、九州電力(株)の 2016 年度調整後排出係数（0.483kg-CO2/kWh)を用いた。 
   ・（ ）は基準年に対する増減率を示す。 
   ・社屋の改修・増築により2017 年度実績値が基準年と大きな差異が発生した場合は、基準年の見直しを行う場合がある。 
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５．環境経営計画 
 

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（活動項目）を設定して、

全社員で取り組みました。 

 

 

１．二酸化炭素排出量の 3％削減（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

電気使用量の 3％削減 

                        

32,651kWh 

本店 

福岡 

宮崎 

池永 

① 
室内温度は冷房時 28 度、暖房時 20

度を目安にエアコン設定温度を調節 

本店 池永 

福岡  森 

宮崎 小川 

② 

夏季はクールビズ、冬季はウォームビ

ズを励行して、冷暖房温度や機器使用

を抑える 

本店 池永 

福岡  森 

宮崎 小川 

③ 
夜間、休日、パソコン、プリンター等

の主電源を切る 

本店 池永 

福岡  森 

宮崎 小川 

④ 
設備機器の定期的清掃実施（エアコン

フィルターの清掃） 

本店 池永 

福岡  森 

宮崎 小川 

(2) 

ガソリン使用量の 

3％削減 

                            

20,410L 

全社 荒川 

① アイドリング・ストップを励行 
本店 荒川 

各営業所長 

② 急発進・急加速を行わない 
本店 荒川 

各営業所長 

③ タイヤの空気圧を定期的に確認 
本店 荒川 

各営業所長 

④ 走行距離の短縮化 
本店 荒川 

各営業所長 

 

２．廃棄物排出量の 3％削減（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

一般廃棄物排出量の

3％削減 

（その他可燃ごみ） 

                               

1,275kg 

本店 

福岡 

宮崎 

池永 

① 
分別収集、リサイクルの推進と排出量

の記録を取る 

本店 池永 

宮崎 小川 

② 
ＩＴ化（デジタル保存含む）を進め、

紙使用量の削減 

本店 池永 

宮崎 小川 

③ 両面印刷や裏紙利用で紙使用量を削減 
本店 池永 

宮崎 小川 

(2) 
産業廃棄物排出量の 

削減 
（リサイクル率 90％以上） 

福岡 池永 

① 

現場での産業廃棄物分別作業を協力会

社含めて徹底し、混合廃棄物ゼロを目

指す 

本店 池永 

宮崎 小川 

② 
マニフェストを発行し、適正処理に努

める 

本店 池永 

宮崎 小川 

 

３．水使用量の 3％削減(統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

水使用量の 3％削減 

           

164㎥ 

本店 

福岡 

宮崎 

池永 

① 水の使用場所には節水表示をする 
本店 池永 

宮崎 小川 

② 
車両の洗車は必要最小限に止め、洗車

時は節水に心がける 

本店 池永 

宮崎 小川 
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4．化学物質使用量の適正管理（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 

サイ

ト区

分 

責任者 活動項目 担当者 

(1) 

化学物質使用量の 

適正管理 

 

               

244kg 

全社 
(本店以

外) 
池永 

① 

対象化学物質のＳＤＳ（安全データシ

ート）を取り寄せ、各現場の使用者に

安全管理・適正使用のための情報を提

供する 

本店 池永 

宮崎 小川 

② 

現場工事完了後は化学物質使用者（下

請け業者等）から使用量の報告を受

け、記録する 

本店 池永 

宮崎 小川 

 

 

5．環境に配慮した資材販売・施工管理（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 

サイ

ト区

分 

責任者 活動項目 担当者 

(1) 

 

環境に配慮した資材販

売・施工管理 

                   

（再生木サニーデッキ

の施工面積） 

            

4,525 ㎡ 

 

全社 池永 

① 
エコ商品である再生木デッキの販売・

施工の促進 

本店 中原 

各営業所長 

② 

施工に当たっては、工事内容に応じた

最適の環境対策（騒音・振動・防塵

等）と安全対策（熱中症等）を行い、

定期的に巡回確認 

本店 中原 

各営業所長 
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6．環境経営計画に基づき実施した取組内容 
 

・2022 年度運用期間に当社が実施した環境への取組は、以下のとおりです。 

・なお、実施に当たっては、社内に次のような実施体制を構築して、全社員が一

丸となって取り組みました。 
 

（１）エコアクション 21 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜役割分担表＞ 

所 属 役割・責任・権限 

代表者 

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。 
・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する。 
・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する。 
・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する。 
・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する。 

環境管理責任者 

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し、環境実績を
向上させる。 

・環境経営目標、環境経営計画を作成する。 
・問題点の是正基準を設定する。 
・ＥＡ２１委員会を毎月主宰して取組状況を確認・評価する。 
・上記の結果を代表者に報告する。 

ＥＡ２１委員会 
・毎月開催し、環境目標の達成状況や活動計画の実施状況を審議する。 
・３ケ月毎にその間の取組状況を評価し、必要に応じて問題点の是正処置を検討する。 

ＥＡ２１事務局 

・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・集計・管理を
行う。 

・ＥＡ２１委員会の会議資料と記録を作成する。 
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う。 

部門長 

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する。 
・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する。 
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する。 
・自部門に関連する法規制等を順守する。 
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する。 
・自部門の教育・訓練を実施する。 

全従業員 
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する 
・決められた担当の役割・責任を理解し、自主的・積極的に環境活動へ参加する。 
・エコアクション 21 への取組提案を実施する。 

 

代表者 

社長 中島 信之 

環境管理責任者 

管理課長 池永 和史   

ＥＡ２１委員会 

代表者  中島 信之 

環境管理責任者 

常  務 荒川 昌宏 

部  長 中原 孝洋 

管理課長 池永 和史 

本店管理部門（1 名） 

部門長：池永 和史 

     

本店営業部門（2 名） 

部門長：荒川 昌宏 

        中原 孝洋 

ＥＡ２１事務局   

池永・今井 

宮崎営業所（1 名） 

部門長：小川 真司 

         

その他営業所（4 名） 

部門長：各営業所長 
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（２）2022 年度に実施した環境への取組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃費向上 

室内温度の管理 営業車のタイヤ空気圧点検 

水の減量 

産業廃棄物
適正処理 

節水活動 

 

 

ＳＤＳ管理ファイル 

SDS による安全管理・適正管理 

一般ごみ 
の分別 

節電 

ごみ減量 

化学物質の 

適正管理 

環境配慮型商品の購入 再生木サニーデッキの施工 

SDS 管理ファイル 

グリーン購入 

環境を良くする取組 

ゴミ分別① 燃えるゴミ専用   ゴミ分別② 古紙専用     産廃ルール−表（廃材）の活用 

環境負荷を削減する取組 

CO2削減 

環境配慮製品の
調達・施工 
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7．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とそ

の評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 
 

（１）環境経営目標の実績 

・設定した環境経営目標 5 項目 9 目標のうち、二酸化炭素排出量の削減、廃棄物排出量の削

減、 水使用量の削減、化学物質使用量の適正管理については、目標を達成できました。但し、

「電気使用量の削減」が僅かに目標を上回り、「環境に配慮した資材調達・施工管理」につい

ては、目標達成率 90％という結果になりました。 

・「環境に配慮した資材調達」の未達成要因としては、繁忙期に入ったが、受注が伸び悩んだと

考えられるため、今後は閑散期での設計ＰＲ活動及び受注活動を展開します。また継続的な

活動を通じて目標の達成に努める予定です。 

 

環境経営目標 
サイト 

区分 
単位 

基準年 
2022 年度 

（2022.4～2023.3)  
目標 

達成率 

目標 

達成 

状況 

2019 年度 
（2019.４～

2020.3） 

実績値 

目標 実績 

１ 

二酸化炭素排出量の削減 全社 kg-CO2 65,138 63,183 58,466 108％ ○ 

（1）電気使用量の削減 
本店 
福岡 
宮崎 

kWh  33,661 32,651 35,073 93％ △ 

（2）ガソリン使用量の削減 

本店 L 3,094 3,000 2,049 146％ ◎ 

全社 
(本店以外) 

L 17,949 17,410 15,850 110％ ○ 

２ 

廃棄物排出量の削減  

（1）一般廃棄物排出量の削減 

(その他可燃ごみ) 

本店 
福岡 
宮崎 

㎏ 1,315 1,275 1,263 101％ ○ 

（2）産業廃棄物排出量の削減 福岡 
％ 

（リサイクル率） 

98 90 98 108％ ○ 

３ 水使用量の削減 
本店 
福岡 
宮崎 

ｍ３ 170 164 114 144％ ◎ 

４ 化学物質使用量の適正管理 
全社 

(本店以外) 
㎏ 252 244 161 152％ ◎ 

5 

環境に配慮した資材調達・ 

施工管理 

（再生木サニーデッキ） 

全社 ㎡ 4,150 4,525 4,081 90％ △ 

 
備考）・二酸化炭素排出量計算における購入電力の排出係数は、九州電力(株)の 2016 年度調整後排出係数（0.483kg-CO2/kWh)を用いた。 

    達成率 目標/実績*100  ◎＝120％以上、○＝100～119％、△＝８０～99％、×＝７９％以下 
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（２）環境経営計画の取組結果とその評価 

 

・2022 年度運用期間中の環境経営計画の取組実施状況は以下のとおりであり、設定し

た全項目で取組が適切に実施でき、良好な結果となっています。 

 

１．二酸化炭素排出量の削減 

取組目標 
サイト

区分 

目標達

成状況 
活動項目 

取組

実施

状況 

結果と評価 

(1) 

電 気 使 用 量 の

3％削減 

                        
32,651kWh 

本店 
福岡 
宮崎 

△ 

 
（93%） 

① 

室内温度は冷房時 28 度、暖

房時 20 度を目安にエアコン

設定温度を調節 

△ 

【現状】 

全社員が電気使用量の

削減に取り組んだが、

僅かに目標を達成する

ことができなかった。

ガソリンの削減は達成

することができた。 

  

【今後】  

今後も、社員の意識向

上を図るとともに、継

続的な活動を通じて目

標の達成に努める。 

② 

夏季はクールビズ、冬季はウ

ォームビズを励行して、冷暖

房温度や機器使用を抑える 

△ 

③ 
夜間、休日、パソコン、プリ

ンター等の主電源を切る 
× 

④ 

設備機器の定期的清掃実施

（エアコンフィルターの清

掃） 

△ 

(2) 

ガソリン使用量

の 3％削減 

                            
20,410L 

全社 
○ 

 
（114%） 

① 
アイドリング・ストップを励

行 
○ 

② 急発進・急加速を行わない ○ 

③ 
タイヤの空気圧を定期的に確

認 
○ 

④ 走行距離の短縮化 △ 

備考）・目標達成状況の判定区分 ◎：達成率≧120％ ○：達成率≧100％ △：100＞達成率≧80％ ×：達成率＜80％ 

   ・取組実施状況の判定区分 ○：実行されている △：概ね実行されている ×：実行されていない ー：判定できない 

 

 

２．廃棄物排出量の削減 

取組目標 
サイト

区分 

目標達

成状況 
活動項目 

取組

実施

状況 

結果と評価 

(1) 

（１） 

 一般廃棄物 

 排出量の 

 3%削減 
（その他可燃ごみ） 

本店 
福岡 
宮崎 

◯ 

 
(101%) 

① 
分別収集、リサイクルの推進

と排出量の記録を取る 
○ 

【現状】  

ごみの削減に関しては

継続的な啓蒙活動を  

行っている。 

ごみの分別、産廃置場

の法令遵守、マニフェ

ストの適正運用など、

徹底した取り組みを行

っている。 

  

【今後】 

引き続き、リサイク

ル・残材削減に努め

る。 

   

② 
ＩＴ化（デジタル保存含む）

を進め、紙使用量の削減 
○ 

③ 
両面印刷や裏紙利用で紙使用

量を削減 
○ 

(2) 

（２） 

 産業廃棄物 

 排出量の削減   
（リサイクル率  

90%以上） 

福岡 
○ 

 
(108%) 

① 

現場での産業廃棄物分別作業

を協力会社含めて徹底し、混

合廃棄物ゼロを目指す 

◎ 

② 
マニフェストを発行し、適正

処理に努める 
◎ 
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３．水使用量の削減 

取組目標 
サイト

区分 

目標達成

状況 
活動項目 

取組

実施

状況 

結果と評価 

(1) 

水使用量の 3％

削減 

           
164㎥ 

本店 
福岡 
宮崎 

◎ 

 
（144%） 

① 
水の使用場所には節水表示

をする 
○ 

【現状】 

目標を達成することが

できた。  

【今後】引き続き、節

水活動に取り組む。 
② 

車両の洗車は必要最小限に

止め、洗車時は節水に心が

ける 

○ 

 

 

４．化学物質使用量の適正管理 

取組目標 
サイト

区分 

目標達成

状況 
活動項目 

取組

実施

状況 

結果と評価 

(1) 

化学物質使用量

の適正管理 

                   
244kg 

全社 
(本店以外) 

◎ 

 
（152%） 

① 

対象化学物質のＳＤＳ（安

全データシート）を取り寄

せ、各現場の使用者に安全

管理・適正使用のための情

報を提供する 

○ 

【現状】 

適正管理を行ってい

る。 

使用量の削減ができ

た。 

 

【今後】  

引き続き、適正管理・

使用量削減に努める。

  

  

  

 

② 

現場工事完了後は化学物質

使用者（下請け業者等）か

ら使用量の報告を受け、記

録する 

○ 

 

 

５．環境に配慮した資材販売・施工管理 

取組目標 
サイト

区分 

目標達

成状況 
活動項目 

取組

実施

状況 

結果と評価 

(1) 

環境に配慮した

資材販売・施工

管理 

                   
（再生木サニー 

デッキの施工面積） 

                          
4,525 ㎡ 

全社 
△ 

 
（90%） 

① 
エコ商品である再生木デッ

キの販売・施工の促進 
△ 

【現状】 

設計 PR 不足等によ

り、目標を達成するこ

とができなかった。 

 

【今後】 

引き続き、販売強化を

図る。 

② 

施工に当たっては、工事内

容に応じた最適の環境対策

（騒音・振動・防塵等）と

安全対策（熱中症等）を行

い、定期的に巡回確認 

○ 
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（３）次年度の計画 

 

 ＜環境経営目標＞ 
 

・本年度は電気使用量の削減（目標達成率 93%）と環境に配慮した資材販売・

施工管理(目標達成率 90％)の 2 目標が未達となりましたが、目標達成率は比

較的高く、今後の取組強化で十分に目標達成可能と判断しました。 

・そこで 2023 年度の目標は、2022 年度の実績値を基準年とし、削減目標は

基準年比 1％削減、増加目標は 3％増加を目指します。 

・新たに環境経営目標として【文教施設等工事の受注】と追加致しました。 

 

環境経営目標 
サイト

区分 
単位 

基準年 単年度目標 中長期目標 

2022 年度

（2022.4～

2023.3） 

実績値 

2023 年度 

（2023.4～

2024.3） 

2024 年度 

（2024.4～

2025.3） 

2025 年度 

（2025.4～

2026.3) 

１ 

二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏-CO2 54,924 
54,375 

（△1％） 

53,826 

（△2％） 

53,276 

（△3％） 

 （1）電気使用量の削減 
本店 
福岡 
宮崎 

kWh 35,073 
34,723 

（△1％） 

34,372 

（△2％） 

34,021 

（△3％） 

 

（2）ガソリン使用量の削減 

本店 L 2,049 
2,029 

（△1％） 

2,009 

（△2％） 

1,988 

（△3％） 

 
全社 

(本店以外) 
L 15,850 

15,692 

（△1％） 

15,533 

（△2％） 

15,375 

（△3％） 

２ 

廃棄物排出量の削減   
    

 
（1）一般廃棄物排出量の削減  

   (その他可燃ごみ) 

本店 
福岡 
宮崎 

㎏ 1,263 
1,251 

（△1%） 

1,232 

（△2％） 

1,226 

（△3％） 

 （2）産業廃棄物排出量の削減 福岡 
％ 

（リサイクル率） 
98 90 以上 90 以上 90 以上 

３ 水使用量の削減 
本店 
福岡 
宮崎 

ｍ３ 114 
113 

（△1％） 

112 

（△2％） 

111 

（△3％） 

４ 化学物質適正使用・管理 
全社 

(本店以外) - - 化学物質の適正使用・管理に努める 

5 
環境に配慮した資機材調達・施

工管理(再生木サニーデッキ) 

 

   (再生木サニーデッキ) 

全社 ㎡ 4,081 
4,203 

（＋3％） 

4,325 

（＋6％） 

4,448 

（＋9％） 

6 文教施設等工事の受注 全社 件 47 
52 

（＋10％） 

2023 年度 

実績+10％ 

2024 年度 

実績+10％ 

 
備考）・二酸化炭素排出量計算における購入電力の排出係数は、九州電力(株)の 2021 年度調整後排出係数（0.382kg-CO2/kWh)を用いた。 
   ・（ ）は基準年に対する増減率を示す。 
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＜環境経営目標計画＞ 

 

・次年度（2023 年度）の目標はより厳しい内容となりますが、本年度の環境経

営目標達成状況と環境経営計画実施状況との関係から、目標達成率が比較的高

いことから、新たに追加した目標以外は、担当者のみ見直して本年度の環境経

営計画をそのまま適用することとしました。 

・なお、本年度は設計ＰＲ、得意先ＰＲが不十分で目標未達となった本業目標の

「環境に配慮した資機材調達・施工管理」については、閑散期を含めて引き続

きサニーデッキの拡販に向けた設計営業、受注管理に努めてまいります。 

 

 

１．二酸化炭素排出量の 1％削減（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

電気使用量の 1％削減 

                        

34,723 kWh 

本店 

福岡 

宮崎 

池永 

① 
室内温度は冷房時 28 度、暖房時 20

度を目安にエアコン設定温度を調節 

本店 今井 

福岡 持永 

宮崎 中尾 

② 

夏季はクールビズ、冬季はウォームビ

ズを励行して、冷暖房温度や機器使用

を抑える 

本店 池永 

福岡 齊田 

宮崎 小川 

③ 
夜間、休日、パソコン、プリンター等

の主電源を切る 

本店 今井 

福岡  柳 

宮崎 中尾 

④ 
設備機器の定期的清掃実施（エアコン

フィルターの清掃） 

本店 池永 

福岡 荒川 

宮崎 小川 

(2) 

ガソリン使用量の 

1％削減 

                            

17,721 L 

全社 荒川 

① アイドリング・ストップを励行 
本店 中原 

各営業員 

② 急発進・急加速を行わない 
本店 中原 

各営業員 

③ タイヤの空気圧を定期的に確認 
本店 中原 

各営業員 

④ 走行距離の短縮化 
本店 中原 

各営業員 

 

 

２．廃棄物排出量の 1％削減（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

一般廃棄物排出量の

1％削減 

（その他可燃ごみ） 

                               

1,251 kg 

本店 

福岡 

宮崎 

池永 

① 
分別収集、リサイクルの推進と排出量

の記録を取る 

本店 今井 

福岡  柳                                                                                                                                                            

宮崎 中尾 

② 
ＩＴ化（デジタル保存含む）を進め、

紙使用量の削減 

本店 池永 

福岡  柳                                                                                                                                                            

宮崎 中尾 

③ 両面印刷や裏紙利用で紙使用量を削減 

本店 後藤 

福岡 持永                                                                                                                                                            

宮崎 中尾 

(2) 
産業廃棄物排出量の

削減 
（リサイクル率 90％以上） 

福岡 池永 

① 

現場での産業廃棄物分別作業を協力会

社含めて徹底し、混合廃棄物ゼロを目

指す 

福岡 荒川 

② 
マニフェストを発行し、適正処理に努

める 
福岡 齊田 
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３．水使用量の 1％削減(統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

水使用量の 1％削減 

           

113 ㎥ 

本店 

福岡 

宮崎 

池永 

① 
水の使用場所には節水表示をす

る 

本店 池永 

福岡 小川(慎)                                                                                                                                                            

宮崎 小川 

② 
車両の洗車は必要最小限に止

め、洗車時は節水に心がける 
各営業員 

 

 

4．化学物質の適正使用・管理（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 
化学物質の 

適正使用・管理 
全社 

(本店以外) 池永 

① 

対象化学物質のＳＤＳ（安全データシ

ート）を取り寄せ、各現場の使用者に

安全管理・適正使用のための情報を提

供する 

福岡 荒川                                                                                                                                                            

宮崎 小川 

② 

現場工事完了後は化学物質使用者（下

請け業者等）から使用量の報告を受

け、記録する 

本店 今井 

福岡 荒川                                                                                                                                                            

宮崎 小川 

 

 

5．環境に配慮した資材販売・施工管理（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

 

環境に配慮した資材

販売・施工管理 

                   

（再生木サニー 

デッキの施工面積） 

            

4,203 ㎡ 

 

全社 池永 

① 
エコ商品である再生木デッキの販売・

施工の促進 

本店 西田 

各営業所長 

② 

施工に当たっては、工事内容に応じた

最適の環境対策（騒音・振動・防塵

等）と安全対策（熱中症等）を行い、

定期的に巡回確認 

本店 西田 

各営業所長 

 

 

６．文教施設等工事の受注（統括責任者：池永 和史 ） 

取組目標 
サイト

区分 
責任者 活動項目 担当者 

(1) 

文教施設等工事の 

受注                 

  52 件  

全社 池永 

①  

カーボンニュートラル（脱炭素）に 

伴う木質床フローリングの販売・ 

施工の促進 

本店 西田 

各営業所長 

②  

断熱性を考慮して、 

二重床・フローリングのセット販売 

 

本店 西田 

各営業所長 
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８．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の

結果並びに違反、訴訟等の有無 
 

 

・2022 年度の事業活動において、環境関連法規への違反や訴訟はありませんで

した。 

・また、過去 3 年間に関係当局からの違反等の指摘もありませんでした。 

 

主な環境関連法規名 主な遵守事項 遵守状況 

廃棄物処理法 

・産業廃棄物処分委託 

・マニフェストの交付・管理 

・産業廃棄物の保管基準 

〇 

自動車リサイクル法 ・引取業者に引き渡している - 

フロン排出抑制法 
・定期点検（３ヶ月に１回）を行い、不具合 

 が起らない様対策をとっている 
〇 

グリーン購入法 ・エコ関連商品の選択購入 〇 

地球温暖化対策推進法 

・職場、現場における温室効果ガス排出の 

 抑制等に積極的に取り組んでいる 

 

〇 

備考） 遵守状況区分 ◯：遵守  ×：不遵守  -：該当なし 
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9．代表者による全体の評価と見直し・指示 
 

 

・今回の 2022 年度運用期間終了後に、代表者による取組状況の全体評価と、計 

画の見直しの必要性を検討しました。結果は、以下のとおりです。 

 

（１）取組状況の全体評価 
  

・環境への取組状況については、設定した 5 項目 9 目標のうち、2 目標（電気使

用量の削減、環境に配慮した資材調達・施工管理）を除いて目標を達成し、取組

も適切に実施されていますので、総じて良好な結果と評価しました。 

・なお、目標未達となった 2 目標「環境に配慮した資材調達・施工管理」について

は、目標達成率が十分に挽回できるレベル(前者 93％、後者 90％)にあるため、

今後も社員の意識向上を図るとともに、継続的な活動を通じて目標の達成に努め

ていきます。また、「環境に配慮した資材販売・施工管理」は当社の本業目標であ

りますので、引き続きサニーデッキの拡販のため、今後は閑散期での設計ＰＲ活

動及び受注活動を展開し、目標達成を目指します。 

 

（２）見直しの結果 

 
・環境経営目標は 2022 年度実績値を基準とし、削減目標は基準年比 1％削減、

増加目標は 3％増加を目指します。 

・担当者の見直しを行います。 

・環境経営目標として新たに【文教施設等工事の受注】と追加致します。 

 

 

（３）総括 
 

・全体評価としては概ね良好であると判断しますが、個々に見ていくとまだ活動

が不十分であり、改善すべき点があると考えています。しかし、環境活動に実

際に取り組むことで環境意識がより高まり、活動の必要性も理解されたと認識

します。そこで、これを一時的な取組に終わらせることなく、成果を伴った充

実した活動に繋げるため、引き続き環境経営計画に沿って、一歩一歩着実に環

境経営の推進を図っていきます。  

 

 


